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様式第３  

指定管理業務   令和５年度事業評価書（指定管理者及び市作成） 

指定管理者名 コニックス株式会社 

施設名 岩倉市青少年宿泊研修施設希望の家 施設所管課 こども家庭課 

指定期間 平成 31年４月１日～令和７年３月 31日（５年目） 

施設の設置目的 集団宿泊生活、天体観測、野外活動等を通じて、青少年を自然に親しませ、豊かな情操と健全な心身の育成を図るため。 

                   

評価項目 評価基準 

指定管理者 施設所管課 委員会 

評価 

コメント 

評価 

コメント 

評価 

１年目 ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

元年度 ２ ３ ４ ５ 元 ２ ３ ４ ５ 元 ２ ３ ４ ５ 

Ⅰ 履行の確認                   

１ 施設全般の管理運営に関する業務                  

(1)職員配置 基準に基づき、適切に人員配置がさ

れたか 

Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ 基準に基づき職員の適切な人員配置に努め

るだけでなく、自主事業や利用状況に応じて

人を増員して対応するなど、安全・安心な運営

管理に努めました。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 職員配置は基準通りの配置ができていた。 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

(2)職員研修 業務に必要な研修・教育が行われた

か 

Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ 利用者サービス向上のため、職員に対して

弊社独自の「個人情報保護」「スマイル研修」

等の研修を実施した。 

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ  接遇等の職員研修を実施して、職員の資質向

上が図られた。 

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

(3)業務報告 報告等の市への情報提供が適切に

行われたか 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 新型コロナウイルス感染症が５類感染症に

移行して以降、通常運営に際し、様々な情報共

有を市と都度適切に行った。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ 日常の連絡については、適切に情報提供が行

われた。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ 

(4)利用時間及び 

  開館日 

利用時間及び開館日を遵守し運営

したか。変更する場合はあらかじめ

市と協議し承認を得たか 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 新型コロナウイルス感染症が５類感染症に

移行して以降、市の対応に適応するよう担当

者と打ち合わせ及び情報共有を行い、利用に

あたっての混乱が生じないように運営でき

た。 

Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ  利用時間及び開館日は基準通りに運営した。

また、新型コロナウイルス感染症への対応の変

更も相談しながら行った。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

(5)利用促進業務 利用者拡大のための利用促進業務

が適切に行われたか 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 新型コロナウイルス感染症によるが５類感

染症に移行して以降は、自主事業を増やしつ

つ、合わせて感染対策を適切に実施した。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 利用促進については、広報紙やチラシ、ポス

ター等を用いてＰＲをすることができた。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

２ 利用者に関する業務                  

(1)利用申請受付業

務 

利用申請の受付、許可書の発行等

の業務は、基本協定書等のとおり

実施されたか 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 個人・団体や、市内・市外を問わず、利用申

請の受付・許可書発行の業務を基本協定書に

基づいて実施した。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 利用申請の受付等は、適切に実施することが

できた。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

(2) 利用状況 利用者数・稼働率等は適切な水準

であるか 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 新型コロナウイルス感染症が５類感染症に

移行した６月以降の稼働率・利用人数は、とも

に横ばいとなっている。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 新型コロナウイルス感染症の影響により利用

者数はコロナ禍前より減少しているが、新型コ

ロナウイルス感染症が流行し出した令和２年度

以降は、毎年利用者が増加している。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 
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(3)利用料金（減免・

還付含む。） 

利用料金の設定、徴収・減免・還

付の手続きは適切であるか 

Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ 利用料金の設定・徴収・減免・還付・取り消

しの各種手続きは、適切に行った。 

Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ 利用料金の徴収等の手続きは適切であった。 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

３ 保守点検及び清掃等業務等                  

(1)保守点検業務 基準に基づき、保守点検が適切に行

われたか 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 仕様に記載がある各法定点検は適切に行っ

た。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 保守点検は適切に行われた。 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

(2)清掃業務・維持

管理業務 

基準に基づき、清掃その他維持管

理業務が適切に実施されたか 

Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ 日常・定期清掃等維持管理業務は適正に行

った。施設内の消毒・検温も併せて継続実施し

た。 

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 清掃その他維持管理業務は、適切に実施され

た。抗菌洗剤を使用して清掃を行うなど指定管

理者のノウハウを生かした業務実施ができてい

た。 

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

(3)保安・警備業務 基準に基づき、保安・警備業務が

適切に実施されたか 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 通常稼働日及び年末年始との連休時におい

ても定期外周巡回等実施し、安心・安全なチェ

ック体制で運営した。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 保安・警備業務は適切に実施された。 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

(4)修繕業務 基準に基づき、修繕業務が適切に

行われたか 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 基準にのっとり適切に実施した。 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 修繕業務は適切に行われた。 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

(5)第三者への委託 設備保守点検及び清掃業務等の個

別の業務の第三者への委託につい

ては、事前に承認を得たか 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 委託業務に付いては、事前に市に申請し、承

認を得て、第三者に委託した。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ 業務の第三者への委託については、事前に承

認を得た上で実施された。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ 

４ 事業の実施に関する業務                  

(1)青少年宿泊研修

施設運営業務 

基準に基づく事業が適切に行われ

たか 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 基準に基づく青少年宿泊研修施設運営業務

を適切に行った。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 青少年宿泊研修施設運営業務は適切に行われ

た。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

(2)自主事業 施設の目的に沿った自主事業が適

切に行われたか 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 設置目的に沿った（青少年中心）の自主事業

を行った。また、１月２日の書き初め会などの

行事を追加で行った。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 例年実施している自主事業だけでなく、年始

に書き初め会を行うなどの工夫が見られた。全

体的に、自主事業は適切に実施された。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

５ 個人情報の取扱

い 

個人情報の取扱いが適正に行われ

たか 

Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ 各職員に対して個人情報保護の研修を実施

し研鑽を深め、ISO27001に則りコンプライア

ンスを徹底した。 

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ  職員に対して「個人情報保護研修」を実施す

るなど、個人情報の取扱いを徹底することがで

きていた。 

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

６ 設置目的の達成

度（管理目標） 

管理目標に対する結果は妥当である

か 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 新型コロナウイルス感染症の５類感染症移

行後の利用者数の増加については、想定内の

変動であったので妥当であると判断した。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 集団宿泊生活、天体観測、野外活動等を通じ

て、青少年を自然に親しませ、豊かな情操と健

全な心身の育成を図るという設置目的に対し、

天体観測や宿泊件数などの実績は前年度と比較

してほぼ横ばいとなっており、一定の目的は達

成されている。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

Ⅰの総括 
≪標準評価項目数１２本≫ 

当該施設評価項目数１７本 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ  Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ  Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

Ⅱ サービスの質の評価                  

１ 利用者満足度（ア

ンケート、利用者会

議） 

利用者アンケートを実施し、その結

果は妥当であるか 

Ｃ Ｂ Ａ Ａ Ａ 利用者アンケートの実施結果の満足度は高

かった。 

Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 利用者アンケートの結果、施設利用への満足

度は高い。また、自主事業についてもアンケー

ト結果は良好であった。また、利用者会議を開

催し、利用者の意見を聴くことができた。 

Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

２ 苦情対応 苦情への対応ができたか Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 特に取り立てて目立つ苦情はなかった。 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 特に大きなトラブルとなるような事例はな

く、利用者に対して丁寧な説明を行うなど、適

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 



3 

 

切な対応をすることができていた。 

３ 維持管理業務（清

掃、備品等の維持管

理） 

日常清掃業務や衛生管理は適切で

あるか 

備品などの設備の維持管理は適切

であるか 

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 衛生管理、備品等の設備における維持管理

を適切に行った。館内（館外）設備・備品等経

年劣化による不備については随時修繕等対応

していく。 

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 清掃については、指定管理者のノウハウを生

かした清掃を行い、施設内を清潔に保つことが

できていた。備品などの維持については、適切

に管理がされた。 

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

４ 運営業務（貸出状

況、接客態度等） 

備品の貸出状況や消耗品等の補充

状況は適切であるか 

利用者への接客対応は適切である

か 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 備品については、使用状況の確認を利用者

とその都度実施し、不良品は随時更新した。 

利用者への接客対応も弊社「スマイル研修」

内で接遇について学習し、通常応対に生かし

た。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 備品の貸出状況はその都度チェックを行い適

切に行っている。消耗品の補充も順次行い適切

に行った。また、接客も利用者アンケートを見

ると適切であった。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

５ 指定・自主事業

（事業内容の質） 

実施された事業内容は、質の高いも

のであったか 

Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ 令和４年度から自主事業の開催回数を大幅

に増加している。また、令和５年度には、書初

めなどの新規の季節の事業を開催した。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ 前年度よりも開催回数は少し減ったが、引き

続き、希望の家の設置目的に沿った事業を工夫

を凝らして実施できており、利用者アンケート

の結果は良好であった。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ 

Ⅱの総括 
≪標準評価項目数４本≫ 

当該施設評価項目数５本 

Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ  Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ  Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

Ⅲ サービスの安定性の評価                  

１ 事業収支 事業収支は妥当であるか Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 事業収支は０円であり、計画通り赤字とな

らずに運営することができた。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 事業収支は、予算の範囲内で運営できており、

妥当であった。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

２ 経営状況分析指

標 

経営状況分析指標の結果は、妥当

であるか 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ 全ての項目においてほぼ計画値で収まり、

安定して運営ができた。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 経営状況分析指標については、人件費比率が

昨年度より 10％以上増加しているが、事業収支

は０円であり、妥当であった。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

３ 団体等の経営状

況（決算報告） 

団体等の経営状況分析指標の結果

は、妥当であるか 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 各項目を一般的な目安の範囲内に収めるこ

とができている。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ  団体等の経営状況については、自己資本比率、

流動比率等の指標を確認し、特に問題ないと思

われる。 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

Ⅲの総括 
≪標準評価項目数３本≫ 

当該施設評価項目数３本 

Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ  Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ  Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを合わせた

総合評価 

 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ  Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ  Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

 

成果・課題等 

 指定管理者 施設所管課 

成果 

施設運営で最も優先される利用者の事故・災害・負傷に対して安全・安心な運営管理に心掛け、

利用手続きにおいても、公正かつ公平に努めることができた。 

新型コロナウイルス感染症による行動制限の解除後は、可能な限り開催数・参加者増を図り、

個人・団体、市内・市外の分け隔てなく利用人数の拡大を図った。 

新型コロナウイルス感染症による行動制限が解除され、自主事業も積極的に行ったことで、コロ

ナで落ち込んだ利用者数が少しずつ増えてきている。 

また、施設が古いためメンテナンスが多数必要だが、常駐している社員で対応できることはこま

めに修繕などを行い、利用者が安全に利用できるように工夫している。 

課題 

地域の子ども会等のイベントが縮小されており、コロナによる利用回数の減が、コロナ前の数

値にまで回復していない。子ども会等参加可能な自主事業の開催を計画していく。 

また、利用人数の回復が伸び悩んでいる。新たな事業を開催し、周知を徹底していく。 

施設が老朽化し修繕に多額の費用がかかるため、利用者の安全にかかわることを第一に修繕をし

ていくことが課題となっている。 

また、コロナにより利用者の傾向が変わっており、コロナ前と比べると、利用１件当たりの利用

者数が、コロナ前（平成 30年度）は 18.0人だったのに対し、今年度（令和５年度）は 16.6人と少

なくなっている。利用者数をコロナ前まで戻すには、コロナ前以上に利用件数を増やす必要がある。

引き続き、魅力的な自主事業の実施に期待する。 
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課題解決のための方策 

（協議結果等） 

 修繕については、お互いに連絡をとりながら、優先順位をつけて修繕をしていく。また、自主事

業では子どもの利用者も多いため、それをきっかけに青少年の活動につなげたい。 

 

指定管理者評価等委員会

評価 Ｂ 

「Ⅰ履行の確認」については、基本協定書及び事業計画書に基づき適正に管理運営が行われた。自主事業は、アンケート結果で全て「楽しかった」とされ、充実していたものと推

察される。 

「Ⅱサービスの質の評価」については、利用者アンケート結果は概ね良好であり、利用者満足度の高い運営ができた。また、指定管理者の持つノウハウにより的確に清掃が実施さ

れている。 

「Ⅲサービスの安定性の評価」については、事業収支は過不足なく、適切な運営がされた。 

総合評価として、指定管理業務について目標や計画どおりの成果があり、適正な管理のもと施設の設置目的が達成される運営が行われた。自主事業についても工夫を凝らして実施

されている。施設の設置目的に合った、利用者に寄り添った事業運営がなされ、概ね基準に沿った内容で実施ができた。 

 

 

≪評価区分≫ 

①評価項目(細目)の評価基準 Ａ (優 良) ＝ 協定書等の基準を遵守し、その水準よりも優れた内容である。（的確に実施されているとともに、様々な工夫がされている。） 

Ｂ (良 好) ＝ 協定書等の基準を遵守し、その水準に概ね沿った内容である。（的確に実施されている。） 

Ｃ (課題含) ＝ 協定書等の基準を遵守しているが、内容の一部に課題がある。 

Ｄ (要改善) ＝ 協定書等の基準を遵守しておらず、改善の必要な内容である。 

－（非該当）＝該当しない又は評価することができない。 

②評価項目別総括 Ａ (優 良) ＝ 評価項目(細目)が全てＢ以上であり、かつＡが過半数である。 

Ｂ (良 好) ＝ 評価項目(細目)が全てＣ以上であり、かつＢ以上が８割以上である。 

Ｃ (課題含) ＝ 評価項目(細目)が全てＣ以上である。 

Ｄ (要改善) ＝ 評価項目(細目)にＤが含まれている。 

④総合評価 Ａ (優 良) ＝ 目標や計画を上回る成果があり、特に優れていた。（評価項目(細目)が全て B 以上であり、かつ A が過半数である。） 

Ｂ (良 好) ＝ 目標や計画どおりの成果があり、適正な管理が行われた。（評価項目(細目)が全て C 以上であり、かつ B 以上が８割以上である。） 

Ｃ (課題含) ＝ 目標や計画を下回る点があり、管理運営に対する努力が必要である。（評価項目(細目)が全て C 以上である。） 

Ｄ (要改善) ＝ 管理運営が不適切な点があり、業務改善勧告等の措置を講じるべきである。 （評価項目(細目)に D が含まれている。） 

 


